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RITA RITA
演
劇
教
育

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、

英
語
力
向
上
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の

育
成
に
力
を
入
れ
る
学
校
も
多
い
。

い
ず
れ
も
、
ス
キ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
キ
ル
以
前
に
、

多
様
性
を
受
容
し
、
違
い
を
楽
し
む
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

演
劇
を
通
し
て
多
文
化
共
生
を
体
感
す
る

「
平
田
オ
リ
ザ
の
高
校
生
演
劇
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
時
代
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

演
劇
で
学
ぶ
。

﹇
平
田
オ
リ
ザ
の
高
校
生
演
劇
教
室
﹈

　

２
０
１
５
年
12
月
25
日~

27
日
に
立
命

館
大
学
Ｏ
Ｉ
Ｃ
で
開
催
し
、
関
西
の
高
校

生
10
数
名
が
参
加
し
た
「
平
田
オ
リ
ザ
の

高
校
生
演
劇
教
室
」。
レ
ッ
ス
ン
を
通
し
て

生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
か
、
時
系
列
で
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

１
日
目
は
、
演
劇
づ
く
り
を
始
め
る
た

め
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
。ボ
デ
ィ
ワ
ー

ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
、
他
者
と
触
れ
合
う
こ
と
、
演
じ
る

こ
と
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
き
ま
す
。
最

初
は
少
し
硬
い
表
情
だ
っ
た
生
徒
た
ち

も
、
レ
ッ
ス
ン
が
進
む
に
つ
れ
、
表
情
も

ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

２
日
目
は
、
い
よ
い
よ
演
劇
づ
く
り
ス

タ
ー
ト
。
オ
リ
ザ
さ
ん
か
ら
シ
ナ
リ
オ
創

り
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
が
考
え
て
き
た
演
劇
の
設
定
（
場

所
・
背
景
・
問
題
）
の
ア
イ
デ
ア
を
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
貼
り
だ
し
、
そ
れ
を
見
た

生
徒
た
ち
が
、
自
分
が
演
じ
た
い
設
定
に

投
票
。
上
位
２
つ
が
選
ば
れ
、
そ
の
ア
イ

デ
ア
に
共
感
し
た
メ
ン
バ
ー
が
チ
ー
ム
に

な
っ
て
演
劇
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　

３
日
目
。
生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が

考
え
た
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
実
際
に
演
じ

な
が
ら
、
シ
ナ
リ
オ
に
修
正
を
入
れ
、
完

成
度
を
高
め
る
た
め
に
〝
稽
古
〞
を
重
ね

ま
す
。
頭
で
考
え
た
と
き
に
は
面
白
か
っ

1 まずはカラダほぐしから
スタート1 場所・背景・問題の

アイデアを考えてくる
２人１組や３人１組に
なって、ことばではな
く背中で語り合ったり、
完全に体重を預けて
「ゆだねる」を体感しま
す。体がほぐれること
で、心も徐々に開いて
いきます。

参加者には、あらかじ
め「演劇入門」（平田オ
リザ著）を読み、自分
が作りたい演劇の「場
所・背景・問題」のア
イデアを考えてくると
いう宿題が出されてい
ました。

2 シナリオ創りの
レクチャーを受ける

設定した場所や背景な
どのイメージを観客と
共有するためには、第
三者を登場させること
が重要。他者とのやり
取りの中で、場面や背
景が自然な形で観客に
伝わります。

3 みんなの共感を集める
２つのアイデアを選ぶ

みんなが考えてきた
「場所・背景・問題」を、
ホワイトボードに貼り
出し、共感する、演じ
てみたいアイデアに投
票。選ばれたアイデア
のもと、２つのチーム
が誕生しました。

4 登場人物とプロットを
考える

チーム毎に元のアイデ
アを膨らませ、登場人
物や場面、プロットを
検討。コンテンツとし
てはおもしろくても、
演劇にすると不自然
だったり、状況が伝わ
らないことも。

5 台詞や動きをつけて
シナリオを創っていく

登場人物に台詞や動き
をつけ、シナリオを作
成。実際に声に出して
台詞を読んだり、身体
を動かして演じてみな
がら、自然な展開、台
詞、動きへと調整して
いきます。

6 自然な演技のコツを
体感する

シナリオ創りの合間の
演技レッスン。台詞に
力が入りすぎる生徒に
は、寝転んで雑誌を読
みながら台詞を言うよ
う伝え、余分な力の抜
けた自然な演技を引き
出していきます。

2 ゲームで「演じる」を
体験する

１～50のカードを引い
て、数字の多さに比例
する「活発な趣味」「お
となしい趣味」を即興
で演じ、その会話から
お互いにカードの数字
の大小を探ります。

3 キャッチボールと縄跳びを
「エア」で演じる

子供の頃誰もが体験し
たことのある遊び、
キャッチボールと縄跳
びを「エア」でやって
みます。キャッチボー
ルはぎこちなく、縄跳
びはスムーズに。

レ
ッ
ス
ン
の
流
れ

1日目2日目

キャッチボールと
縄跳びの違いは？

キャッチボールは、速度やコースなどイメージ
の個人差が大きく、共有が難しい。また、２人
ずつばらばらで演じ、観客もいません。一方、
縄跳びは、集団的記憶が高校生に残っているた
め、イメージを共有しやすく、全員で演じ、観
客もいるため演じやすい。「イメージの共有の
しやすさ」「集団でひとつのことをやるのか、ば
らばらでやるのか」、この２つの視点で理解す
ることが重要です。

自然に背景や状況を
観客に伝えるには、
どんな場所に、
どんな人物が登場する
必要があるか、考えないと。

［場所］　最もいいのはセミパブリックな場面。
例えば、地方の結核療養所の面会室。出入り
する登場人物でドラマができます。

［背景］他者を導入することで、自然なコミュ
ニケーションが発生します。例えば引っ越しな
ら、業者がいて、お父さんの友達や近所の人が
手伝ってくれるので、コミュニケーションが生
まれ、背景が自然な形で観客に伝わります。

［問題］主人公ひとりに問題を抱えさせすぎな
いこと、登場人物に多様性を持たせることが重
要。例えば、倒れている人がいた場合、「助け
る」「隠す」「逃げる」など多様な反応がほしい。
忠臣蔵が長く演じられているのは、主君が死ん
で赤穂藩という共同体が大きな運命の変化に
出会い、藩士たちの価値観が多数交錯するから
なんですよ。

チームで協力して創ったシナリ
オに合わせて演じる高校生たち。
練習を繰り返すうちに、表情も
どんどん豊かになっていきます。
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た
シ
ナ
リ
オ
が
、
実
際
に
演
じ
て
み
る
と
、

複
雑
す
ぎ
て
面
白
さ
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な

か
っ
た
り
、
逆
に
演
じ
て
み
る
こ
と
で
新

し
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
り
。
ま
た
、

プ
ロ
ッ
ト
を
考
え
る
の
が
得
意
な
人
、
自

然
な
台
詞
を
思
い
つ
く
人
、
間
の
取
り
方

が
う
ま
い
人
、
力
の
抜
け
た
演
技
の
で
き

る
人
な
ど
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
得

意
を
活
か
し
な
が
ら
、
演
劇
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
に
は
オ
リ
ザ
さ
ん
を
前
に
リ

ハ
ー
サ
ル
。
説
明
的
な
台
詞
や
不
自
然
な

プ
ロ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
あ
り
、
今
ま
で
創
り
上
げ
て

き
た
シ
ー
ン
を
一
か
ら
考
え
直
す
場
面
も
。

そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
は
、
タ
イ
ム
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
戦
い
な
が
ら
、
指
摘
を
受
け
た

ポ
イ
ン
ト
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
修
正
。
自
主

リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
、
段
取
り
や
台

詞
を
叩
き
込
み
ま
す
。

　

夕
方
17
時
。
い
よ
い
よ
発
表
。
３
日

間
の
集
大
成
は
、
演
劇
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
校
風
の
異
な
る
高
校
の
生
徒
や
先
生

た
ち
が
出
会
い
、
異
種
混
合
チ
ー
ム
で
取

り
組
ん
だ
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
参

加
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
ま
さ
に
、
多
様
性

に
気
付
き
、
違
い
を
受
け
入
れ
て
、
ゴ
ー

ル
に
向
け
て
協
創
す
る
と
い
う
、
多
文
化

共
生
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

「ハロウィンパーティに謎の客、
                  現る。その真相は？」

「結婚式前日に新郎が急死。
         　花嫁の決断はいかに？」

生徒が考えたプロット
●結婚式の前日に新郎が急死した。しかし新婦は結婚式をしたい
と思い、結婚式の会場に親戚や友人を招待している。
●式直前のロビー。結婚式の業者、司会者（新婦の友人）、新婦
の妹と弟が、この事態をどうしたらいいか、話し合っている。
●本来なら結婚式をやめて葬式をすべきだが、新婦は結婚式をし
たいと言い張る。新郎の家族や親戚・友人への感謝を示したいと
の理由。大金持ちの叔母が新婦を支持する。
●結婚式を行う。

生徒が考えたプロット
●ハロウィンの夜、あるお店でハロウィンパーティが行われている。
●店員たちの間で、昼間に別の店に来た謎の客（変な人）のこと
が話題に上る。
●店長は遊びに来た客のひとりに好意を寄せている。
●店長が好意を寄せていた客が席を外す。
●謎の客が店に現れ、店員たちは接客を押し付け合うが、席を外
していた客が戻るのを見るなり、店長が接客を希望する。
●謎の客が、実はその客の生き別れた親とわかる。

平
田
オ
リ
ザ
、演
劇
教
育
を
語
る
。

―
―
演
劇
教
育
に
取
り
組
む
意
味
と
は
？

　

演
劇
と
は
集
団
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
ゲ
ー

ム
で
す
。
演
じ
手
が
強
い
イ
メ
ー
ジ
を
発

信
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
観
客
が
共
有
で

き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
鍵
な
の
で
す
。

そ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
観
客
は
演
劇
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
普
段
の
会
話
で

も
、
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
で
き
て
い
な
い

時
に
強
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
と
、
ひ
い
て

し
ま
う
か
「
キ
モ
い
」と
な
る
で
し
ょ
う
？　

劇
作
家
は
イ
メ
ー
ジ
共
有
を
仕
掛
け
、
虚

構
を
創
る
名
人
と
言
え
ま
す
ね
。

　

そ
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
共
有
が
大
切
な
の

は
、
演
劇
の
世
界
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
代
の
日
本
社
会
で
は
、
人
々

の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
（
文
脈
・
背
景
）
が
バ

ラ
バ
ラ
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、イ
メ
ー

ジ
を
共
有
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
演
劇
教
育
を
学
校
へ
導
入

す
る
時
代
の
要
請
が
あ
り
ま
す
。

　

演
劇
教
育
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
シ
ナ
リ

オ
を
創
り
、
演
じ
る
こ
と
で
、
相
互
理
解

と
イ
メ
ー
ジ
共
有
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

―
―
欧
米
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
演
劇

教
育
に
力
を
入
れ
る
学
校
が
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。
日
本
の
学
校
で
演
劇
教
育

を
実
施
す
る
な
ら
、
小
中
高
と
、
ど
の
よ

う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
か
？

　

演
劇
と
い
う
よ
り
、
表
現
と
い
う
く
く

り
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
の
段
階
で
は
２
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
国
語
に
近
く
、
言
語
運

用
能
力
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
。
文
章
を

読
ん
で
「
こ
の
後
、
君
な
ら
何
を
言
う
？
」

と
聞
い
て
い
き
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」。
幼
児
の
ま
ま
ご
と

遊
び
の
よ
う
に
役
を
演
じ
た
り
、
役
割
を

入
れ
替
え
て
遊
ぶ
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
幼
稚

　

演
劇
教
育
に
特
に
熱
心
な
の
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
な
ど
、
多
く
の
移

民
を
受
け
入
れ
て
い
る
国
。
英
語
の
運
用

能
力
の
向
上
や
、
異
文
化
の
子
ど
も
を
理

解
す
る
教
育
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も
た

ち
に
、
演
劇
の
中
で
「
お
い
し
い
セ
リ
フ

を
言
う
」
役
割
を
与
え
て
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
ね
。

―
―
〝
利
他
〞
を
考
え
る
時
に
も
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
「
異
文
化
理
解
」
が
鍵
と
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
オ
リ
ザ
さ
ん
の
実
践
か

平田オリザ
劇作家・演出家・青年団主宰。こまばアゴラ劇場芸術総監督・城崎国際アートセンター芸
術監督。東京藝術大学 COI研究推進機構 特任教授、大阪大学コミュニケーションデザイ
ン・センター客員教授、四国学院大学客員教授・学長特別補佐、京都文教大学客員教授。

チーム
B

チーム
A

3日目

伏線と現実性のバランスが大事。
自然な形で背景を伝える工夫を。

　店長がハケてからワンシーンつくらないと、店長が席を外
した客に好意を寄せていることがわからないね。「あの店長
キモイよ、見え見えだね」というような台詞を入れるだけで、
状況が観客に伝わります。ここのボディの部分が薄っぺらい
ですね。
　プロットのバランスも重要。店長が好意を寄せている客が
母子家庭だということや、謎の客のことなど、店長が来た時
に伝えておいた方がいい。そこまでしてから謎の客が来ると
わかりやすい。また、謎の客がいなくなった時に、客が店員
を呼びに行って「何あれ？」「変なのが来た」という会話が
あれば、客が気持ち悪がっていることがわかりますよね。
　後半の展開は良かったです。

花嫁の心の揺れを表現するには、
決定的な外的変化が必要。

　演劇では大きな嘘をつきますが、そのためにはディテール
をていねいに作り込まないと。細部はリアルだけれど、全体
としてはだまし絵になっている、それが演劇。細部がよくな
いとお客さんに突っ込まれる。
　この場合、普通は新郎の両親は悲しみ、葬式をしようとす
るはず。そういった葛藤も描かないと、嘘っぽくなる。「も
ちろん中止ですよね」という台詞もだめ。「中止じゃない？」
として、リアクションを展開した方がいいね。
　演劇は、内的な心の変化を表現するのには向いていない。過
去の心を語るのもおかしい。だから、花嫁の心が揺れている
ことを表現するためには、「それなら揺れ動くだろう」と観客
を納得させるような、外的な変化がないといけないんです。

園
や
保
育
園
で
や
る
こ
と
を
、
小
学
校
で

も
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
校
の
段
階
に

な
る
と
、
今
回
の
演
劇
レ
ッ
ス
ン
で
や
っ

た
よ
う
な
方
法
で
、「
誰
で
も
が
演
劇
で
き

る
」
と
い
う
状
態
に
し
た
い
。
人
間
関
係

を
論
理
だ
け
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
異

文
化
理
解
」
で
つ
な
が
る
体
験
を
共
有
す

る
機
会
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

高
校
の
演
劇
教
育
は
、
芸
術
と
し
て
の

演
劇
を
創
る
段
階
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

演
劇
（
表
現
）
コ
ー
ス
の
高
校
や
、
選
択

の
授
業
で
実
施
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

講評 講評

「
多
文
化
共
生
」は
、

自
分
の
価
値
観
を
疑
い
、

相
対
化
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
ん
で
す
。




